
 名　　称 鹿沼市小中学校再編計画策定に向けた意見交換会（粕尾地区）について

 日　　時 令和 6 年 5 月 10 日（金）19 時 00 分～19 時 59 分

 場　　所 粕尾コミュニティセンター

 出席者 参加者：17 名

 

内容及び 
結果等

【質問】 
保護者アンケートについて、粕尾小で「どちらかと言えば進めるべきではない」と回答

した方が約１３％いたとのことだが、その方達からどのような意見があったか。 
【回答】 

学校ごとに集計したものはない為、市全体で集計された主な反対意見を紹介する。 
反対意見として、最も多かった意見は「通学に関する不安」に関するものであり、２番目

に「学習環境の変化による不安」が多い結果となった。

 【意見】 

粟野地区では、すでに中学校が統合されている。 

また、いじめに関する心配があり、小さいうちに統合した方がいじめが起きにく思うの

で、統合には賛成である。

 【質問】 

支援を要する子どもの存在を把握したうえで、計画や対応等を考えているか。 

【回答】 

特別支援学級に通っている子どもの数は各学校ごとに把握している。 

統合にあたっては、その準備期間を２年ないし３年設ける想定であり、配慮が必要なお

子さんのことも調べたうえで、きめ細やかな対応をしていきたいと考えている。

 【意見】 

自身は特別支援の方へのボランティアをしているが、粟野小学校の特別支援学級への

対応は、先生方の対応も含めてとてもよくできており、安心して預けられる学校だと思う。

自慢ではないが、粟野 4 地区の小学校の特別支援学級への対応は、とてもよいものと感

じている。 

一つお願いとしては、南摩中と粟野中の統合の検討である。現状として、粟野 4 地区を

集めても１クラスしか編成できない状態であり、小学校でトラブルのあった子どもやいじ

めのあった子ども同士がそのまま中学校へ上がり、別のクラスに離れられない状態になっ

てしまうことを心配している。

 【意見】 

この場は統合ありきの会議なのではないか。 

また、これは教育でありメリットとデメリットがあるのは間違いない。しかしながら、自身と

してはなんとか粕尾地区を存続したいと考えており、そのためには、ある程度のデメリット

があっても仕方ないと思う。 

【回答】 

この会はあくまでも意見交換会であり、計画決定前に市の方向性について、皆様から



 ご意見をいただく場と考えている。 

なお、計画は外部の方を入れた検討委員会や市内部での検討を経て決定されるもの

であり、現時点ではまだ決定されていないことをご理解いただきたい。 

 

【発言者返答】 

子ども達が適正な規模で適正な教育を受けることは大切とは思う。 

しかしながら、粕尾地区のような少子化・過疎化の進んだ地区が全国でたくさんあり、

それらすべてで学校が再編されてしまうことはどうかと思う。知恵を出し合って存続しても

良いのではないか。

 【意見】 

市長選関連の資料で、鹿沼市内の子どもの学力テストが平均以下であることを目にし

た。親としては、自分の子どもに一生懸命勉強し、いい学校に行ってもらいたいと願うもの

であり、粕尾小学校の中で 1 番になるのと、100 人の中で 1 番になるのでは意味が異な

る。切磋琢磨しながら学力向上につなげてほしい。

 【質問】 

今回の再編計画の前にいくつかの学校がすでに統合されているが、その後のアンケー

トや意識調査は行っているか。 

今回の再編計画の教育としての結果が分かるのは 10 年 20 年先になると思う。統合

にあたり、家庭や地域が学校から離れてしまうということが無いようにしていただきたい。

そのためにも追跡調査を実施し、PDCA サイクルを回して評価していくことで、鹿沼ならで

はの統合の方向性が見えてくると思う。その点よろしくお願いしたい。 

【回答】 

統合された学校において、追跡調査等は実施していない。前回の統合の際は、準備期

間が 1 年と短く反省点も多いと考えている。前回の反省を活かし、今回は意見交換会等

で地域の意向を確認したうえで、準備期間もきちんと設ける考えである。 

事後のアンケート調査についても、他市先進事例において実施されたものがあり、それ

らを参考に実施していきたいと考えている。

 【意見】 
自身は小学●年生まで粕尾第二小学校に通っており、粕尾小へ統合となった際に同

級生が一気に増え、辛い思いをした経験がある。粕尾小から中学校へはそのままの人数

であったが、高校進学時にも同様の経験をした。そのような経験から、ある程度規模の大

きい学校に通った方が良いと思っている。 
また、どうせ統合するのであれば、小中一貫教育を導入し、英語や情報系などの教育

を施すといった検討もあって良いと思う。

 【意見】 
スクールバスが運行されると思うが、保護者の負担が無いように無料化などの対応を

していただきたい。 



 また、統合後の学校について、誰も利用せず廃墟のようになってしまうのは寂しい。地域

におろしていただければ有効に活用できると思う。 
【回答】 

スクールバスについては現在も無料で運行しており、その対応は続けていく。 
なお、スクールバスの運行にあたっては小学校の場合通学距離が 4ｋｍ以上といった基

準があるが、一部地域でこの基準に満たず 1 人だけスクールバスではなくなる可能性に

ついてご意見をいただいている。統合にあたっては、そういったことが無いように統合準備

委員会の中で対応を調整していきたいと考えている。 
また、跡地の活用については、地域の伝統を含めどのようにしていったらよいのかを地

域の方と一緒に検討していきたいと考えている。

 ～事務局から事務連絡～ 

1 いただいた意見は、全地区終了後、個人情報に配慮した形で HP 上に掲載させてい

ただく。 

2 今後のスケジュールとしては、６月までに全 15 地区の地域住民向け意見交換会を

実施し、７月からはいただいた意見を踏まえた検討、９月にパブリックコメントの実施、

１０月に計画策定を目指している。 
3 計画策定後は、改めて地域に訪問して説明を予定している。

 ＜閉会＞19：59

 

配布資料

・学校再編の目的 

・小中一貫教育について 

・鹿沼市小中学校再編計画骨子及び鹿沼市の小中学校の配置図 

・アンケート用紙


